
このたび、ときわ病院の院長に就任いたしました内

藤暢茂と申します。歴史ある当院の新たな舵取りを

任され、大きな責任を感じるとともに、これまで以

上に地域の皆さまのお役に立てるよう尽力してまい

ります。現代社会において、ストレスや不安を抱え

る方は年々増加し、精神医療の重要性がますます高

まっています。当院は、患者さま一人ひとりに寄り

添い、安心して治療が受けられる環境を提供するこ

とを使命としてまいりました。今後も、これまで築

かれた信頼を大切にしながら、より良い医療を提供

できるように努めてまいります。私はこれまで精神

医療に携わる中で、患者さまが自分らしい生活を取

り戻すためには、適切な治療だけでなく、温かいサ

ポートや社会とのつながりが欠かせないと実感して

きました。そのため、当院では医師や看護師、作業

療法士、心理士、精神保健福祉士、薬剤師、管理栄

養士などの多職種が連携し、患者さまを総合的に支

援する体制をさらに強化してまいります。スタッフ

一同、より良い医療を提供できるように努力してま

いりますので、今後ともご支援、ご指導のほどよろ

しくお願い申し上げます。

ときわ病院 院長 内藤暢茂

令和７年２月１３日（木）ときわ病院にて、シニアの精神科症例検討会を開催しました
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新任医師のご紹介 （火曜PMと木曜AMの外来担当です）

令和７年２月２０日（木）野々市市役所にて「意思決定支援研修」が開催されました

抱負：患者さま一人ひとりに寄り添い、安心できる医療を提供できるよう努めて参り

ます。よろしくお願いいたします。
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竹内 良太朗 医師

検討会には医師、看護師、ケアマネージャー、精神保健福祉士、ソーシャルワーカー、作業

療法士、管理栄養士など多職種計４６名が参加され、徘徊を制止すると暴れてしまう認知症の方

の支援について、様々な視点での意見交換がなされました。内藤医師による講評では、本人やご

家族の意向に沿った支援や治療を行うためには、意向を表明できるだけの情報提供が必要だとい

うお話がありました。認知症がどうやって進行し、今後どういった見通しやサポートが必要に

なってくるかという予後についてや、薬物療法とその副作用など必要な情報を本人やご家族に提供し、心理教育と疾患理解を行う

こと。ご家族がそれをしっかり理解した上で、やっと意向が出て来るということでした。本人やご家族に情報提供をしっかりと行

うことは、意向表明や信頼関係の構築につながる大切な支援の一つだと再確認することができた、有意義な会となりました。
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6月21日(土) ﾃﾞｲｹｱｵｰﾌﾟﾝDay「精神科ﾃﾞｲｹｱをご存知ですか」

7月19日(土) 精神保健福祉士に聞いてみたいこと

R7年　開催日 無料個別相談テーマ

4月19日(土) 介護保険等、高齢者対応について

5月17日(土) 入院から退院までのご相談について①

無料個別相談 ときわ病院では無料の個別相談を開催しております

開催日： 毎月第３土曜日 ９：３０～１０：３０

場 所： ときわ病院１階・相談室１

お問い合わせ： ときわ病院代表電話まで TEL：０７６－２４８－５２２１

申し込み方法： 予約は不要です。お気軽にお越しください。（テーマは下記ご参照ください）

地域連携室 初めての受診・入院のご相談は地域連携室までお願いします

当院の外来が大変込み合っており、２週間程度の日程調整が必要な状態となっております。

事前のご連絡をお願いします。入院につきましてはお急ぎの方は、可能な限り対応いたします。

地域連携室直通TEL：０７６－２４８－９５０２ 担当：藤井 木下 鷲田

食養課だより ときわ病院では月に一回、入院患者様に季節のデザートを提供しております

１２月は「北海道生クリームどら焼き」、１月は「八乙女抹茶モンブラン」、２月は「ティラミス」、

３月は「ひしもちゼリー」でした。飲み込む力が低下している患者様には、それぞれムース状に飲み込

みやすくアレンジしたものを提供しております。

3月3日(月)

どら焼き 抹茶モンブラン ティラミス
ひしもちゼリー

研修会では野々市市内の障害福祉サービス事業所のスタッフなど、２８名が参加され

ました。 “意思決定支援”は昨今では、医療はもちろん、高齢、児童、障害分野でもク

ローズアップされている内容です。障害があるご本人の意思をどう汲み取ってサポート

するのか、大事なポイントを講義で押さえつつ、グループワークで実際の場面を想定し

た話合いを持ちました。参加者からは「学んだことを現場で活かしたい」、「大事なこ

とだけど難しい」など様々な感想をいただきました。 野々市市障害者基幹相談支援センター 主催：橋

令和７年２月２０日（木）野々市市役所にて「意思決定支援研修」が開催されました

ときわ病院に入職し、はや４か月が経ちました。入院・外来の患者様やそのご家

族が抱える経済的事情や社会的課題などに寄り添い、より良い生活を送ることが

出来るように、サポートを行っています。まだまだ経験不足を痛感する場面が多

くあり日々勉強！ですが、多職種で連携をとりながら日々精進していきたいと思

います。至らない点もあるかとは思いますが、これからよろしくお願いします。

新任職員のご紹介（生活支援課 精神保健福祉士の 西村 佳浩です）

生活支援課 西村 佳浩


